
７７７７ 少子化の地域差②少子化の地域差②少子化の地域差②少子化の地域差② 〈〈〈〈県内市町村比較県内市町村比較県内市町村比較県内市町村比較 2222----1111〉〉〉〉

（２）（２）（２）（２） 年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移年齢階層別未婚率及び有配偶出生率の推移

①未婚率未婚率未婚率未婚率は、１９７５年頃から、特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇特に２５～２９歳、２０～２４歳の女性で急激な上昇が見られる。未婚

率は、男女ともに、１９７５年から一貫して上昇してきたが、２００５年からの５年間は上昇が減速。

（図３）

②２００５年頃までは、晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因晩婚化により、２５～２９歳の女性の未婚率が上昇したことが、少子化の要因

と考えられる。

③有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率の推移では、１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向１９９０年を底に緩やかな上昇傾向にあり、２０１０年は１９８０年の水

準に回復している。（図４）【図３】
○奈良県の男性の20～49歳の未婚率の平均は44.8％。40％を下回る市町村は、香芝市と広陵町のみであり、未婚率が高い市町村が多い。○東部・南部地域の男性の未婚率は高い傾向東部・南部地域の男性の未婚率は高い傾向東部・南部地域の男性の未婚率は高い傾向東部・南部地域の男性の未婚率は高い傾向。 （２）有配偶女性の出生率（２）有配偶女性の出生率（２）有配偶女性の出生率（２）有配偶女性の出生率（１）男性の未婚率（１）男性の未婚率（１）男性の未婚率（１）男性の未婚率

「国勢調査」（H22年）

未婚率＝20～49歳男性未婚者数÷20～49歳男性総数✕100 ○有配偶出生率には、北部・南部といった地域による偏りは見られない地域による偏りは見られない地域による偏りは見られない地域による偏りは見られない。

90以上80以上90未満70以上80未満60以上70未満50以上60未満40以上50未満40未満出生数：厚生労働省「人口動態統計」(H22)

有配偶出生率＝1年間の出生数（H22.1.1～H22.12.31）÷有配偶女性の20～49歳女性人口×1,000


